
施策の方向性 ： K. 広大で豊かな自然環境との共生

具体的な事業例

事業例：淀川における自然環境の保全に向けた取組み

●淀川の自然環境や水辺の景観にふれる、また楽しめる場の整備（国）

●自然環境の保全に関する意識啓発の推進
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【基本方針③】大阪の個性を特徴づける自然・歴史・文化の“みどりの骨格”を形成する

 市内の貴重な自然を感じられる淀川・大和川などの河川空間において、モニタリングやワンドの改
良などにより、多様な生物が生息・生育生息する空間として河川環境の保全、再生を進めてい
る。また、水環境への関心・愛着を深めるため、水辺教室を開催しており、自然環境との共生に寄
与している。

【柴島干潟（淀川）における環境教育】

淀川では自然環境や水辺の景観にふれ、楽しめる場を整備するほか、水辺教室のな

どの環境教育により自然環境の保全に関する意識啓発を推進している。



４．基本方針に係る施策の取組状況 ― 基本方針④について
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L 都市魅力・集客力の向上

M みどりあふれる都市イメージ

の創出

既存ストックと民間活力を最大限に活かし
“みどりの都市魅力”を創出する

施策の方向性

大阪城と大阪ビジネスパーク



施策の方向性 ： L. 都市魅力・集客力の向上

具体的な事業例

事業例：
大阪城公園PMO事業

●大規模な公園の観光拠点化に向けた整備（大阪城公園、天王寺公園等）

●イベント開催場所の提供（中之島公園等）
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 大阪城公園や天王寺公園の魅力向上事業、うめきた２期区域におけるみどりを軸にしたまちづくり
など、グランドデザイン・大阪で示されるような大阪の拠点エリアにおいて、既存ストックと民間活力を
最大限に活用し、みどりの都市魅力が創出することで都市魅力・集客力の向上に貢献している。

【基本方針④】既存ストックと民間活力を最大限に活かし、“みどりの都市魅力”を創出する

大阪城公園では平成27年から

民間活力を活用した公園の新た

な魅力を創出するため、民間主

体の事業者が公園全体を総合

的かつ戦略的に一体的に管理す

るPMO事業を実施している。



事業例：天王寺公園
・動物園の魅力向上事業
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【基本方針④】既存ストックと民間活力を最大限に活かし、“みどりの都市魅力”を創出する

平成28年に策定した『天王寺動

物園１０１計画』に基づき、ハー

ド・ソフト両面から魅力向上に取組

んでいる。

「天王寺・阿倍野エリア」の核として

の役割を果たすため、回遊性向上

やアクセス改善などに取組んでいる。

うめきた2期区域において、UR都

市機構の防災公園街区整備事

業を活用し、4.4haの都市公園

（大深町公園）の整備を進めて

いる。

【再掲】事業例：
うめきた２期公園整備事業



施策の方向性 ： M. みどりあふれる都市イメージの創出

具体的な事業例

事業例：緑視率の導入と展開

●緑視率の概念を導入し、実感できる緑の創出につながる緑化施策の検討

●主要幹線道路等における樹木剪定の工夫

●民間緑地に対するインセンティブの検討

（上空、中空階、公開空地、垂直面（壁面）等）
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【基本方針④】既存ストックと民間活力を最大限に活かし、“みどりの都市魅力”を創出する

【うめきた地区周辺における緑視率調査】

 視野内緑量がわかり、多くの人が認識しやすい緑視率について、３年に１回の定期的な測定・

公表を通し、みどりあふれる都市イメージの創出につなげている。

新・大阪市緑の基本計画において共有指標に設定している緑視率を、３年ごとに測定・公

表する。



５．基本方針に係る施策の取組状況 ― 基本方針⑤について

施策の方向性
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N 市民・事業者主体によるみどりのまちづくりの推進

O 多様な法制度の活用や新たな手法による都市緑化の仕組みづくり

P 市民・事業者・行政の協働によるみどりのまちづくりの推進

市民・事業者・行政が将来像を共有し、みどりのまちづくりを
推進する“仕組み”を構築する

市民によるまちなかの花飾り

総合設計制度を活用して公開空地を創出した
民間マンション



施策の方向性 ： N. 市民・事業者主体によるみどりのまちづくりの推進

具体的な事業例

事業例：公園愛護会の活動支援やパイロット事業の取組み

●地域による公園の管理運営の仕組みの検討

●地域によるみどりのまちづくり活動が広がるような仕組みづくり

●小学校の校庭などの芝生化と地域による維持管理の仕組みづくり

●ボランティアの育成と活用（公園愛護会、グリーンコーディネーター）
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【基本方針⑤】
市民・事業者・行政が将来像を共有し、みどりのまちづくりを推進する“仕組み”を構築する

公園の環境美化及び円滑な利用の促進並びに緑化普及の推進を図るため、市の公園管理

行政に協力して、公園の維持管理活動を自発的に行う団体として公園の近隣住民等で組

織された公園愛護会に対する活動支援等を行っている。

また、新たな取組みとして、住之江区において、地域活動協議会が主体となって公園管理を

行うパイロット事業を実施し、その活動経費を協議会の一括補助金として交付している。

 市民に身近な地域の公園における、地域が主体となった公園の管理運営など、市民や事業者等

による自律的なみどりのまちづくりを運営できる仕組みを検討している。



施策の方向性：O. 多様な法制度の活用や新たな手法による都市緑化の仕組みづくり

具体的な事業例

事業例：指定管理制度等による公園の管理運営

●指定管理者制度の活用・発展 ●都市公園を活用した収入の検討

●公共空間や地域などでの花壇設置などの受け皿づくり（ネーミングライツ等）

●指定管理者の導入による民間のノウハウを活かした質の高い公園の管理運営の実施

●民間活力を活かした新たな手法によるみどりの創出の検討

●新たな官民連携の導入による公園を中心とした周辺地域の活性化の検討
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 民間の活力やノウハウをみどりのまちづくりに活かし、質の高いサービスやにぎわいの創出をはじめ、資金

循環・社会資本として定着させるべく、大公園で長期の管理期間などを設定した民間事業者公募を実

施し、管理費の軽減を図るだけでなく、公園の魅力向上や質の高いサービスを生み出している。

【基本方針⑤】
市民・事業者・行政が将来像を共有し、みどりのまちづくりを推進する“仕組み”を構築する

大公園の管理運営において、公園全体の

一体的な管理運営により維持管理費の軽

減を図るとともに、民間のノウハウを活かした

公園の魅力向上やサービス向上をめざし、

指定管理者制度を導入を行っている。 出典 国土交通所総合政策局資料を基に作成



施策の方向性：P. 市民・事業者・行政協働によるみどりのまちづくりの推進

具体的な事業例

事業例：パークファン

●緑視率の導入と展開 ●活動支援（中間組織）

●緑化技術・手法に関する講習会の開催や情報誌の活用（情報発信）

●みどりに関するデータベースの整理を情報発信

●大阪市のみどりに関する総合的な条例の創設の検討
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 市民、NPO、事業者などの様々な活動主体が、新たな担い手として行政と一体と

なったまちづくりを推進していく仕組みづくりを進めている。

【基本方針⑤】
市民・事業者・行政が将来像を共有し、みどりのまちづくりを推進する“仕組み”を構築する

だれもが自由な発想で、公園を使いこ

なすための施策「みんなで公園活用事

業（パークファン）」の継続的な実施

に向け、支援や情報発信手法などの

仕組みづくりを検討している。



事業例：条例の制定

35

【基本方針⑤】
市民・事業者・行政が将来像を共有し、みどりのまちづくりを推進する“仕組み”を構築する

実効性のあるみどりのまちづくりの推進に向け、

市民・事業者・行政の役割や責務を明確

化し、都市緑化を推進していく新たな仕組

みとして、みどりに関する総合的な条例として

平成28年４月に「みどりのまちづくり条例」を

創設した。

【再掲】事業例：緑視率の導入と展開

【うめきた地区周辺における緑視率調査】

新・大阪市緑の基本計画において共有指標に設定している緑視率を、３年ごとに測定・公

表する。


